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E-mail  kagawa511.etokiwa@hera.eonet.ne.jp 

 大阪府高齢者大学同窓会豊能 (URL http://koureidaitoyono.web.fc2.com/) 

  
第 34回定期総会のお知らせ 

     既にご案内の通り、下記日程で定期総会を開催いたします。  万障お繰り合わせの上、 

ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

                          記 

         日 時  令和5年4月22日(土) 午前 10時～12時30分  

             会 場  東ときわ台自治会館    ※別添 総会案内状をご確認ください。 

             

        
 参加者募集 
 
中之島美術館への 
   お誘い 

   ～開館１周年記念特別展「佐伯祐三 自画像としての風景」～ 

 
大阪中之島美術館で開館１周年記念特別展「佐伯祐三 自画像としての風景」が 4月 15日から

開かれます。 

今回の展覧会は大阪中之島美術館の佐伯祐三コレクションを中心に、画家の代表作が一堂に集

結しています。展覧会初出品となる作品も出展されています。 

月 日  ４月２６日(水) 雨天決行です  

集合場所  ＪＲ川西池田駅改札口前 １０時２０分（能勢電 ときわ台駅 ９時４５分発） 

      ＪＲ川西池田駅で観覧料金と引き換えにチケットをお渡します。 

行程等は次ページをご覧ください。   

目 次 

1-2 総会の案内/中之島美術館へのお誘い   6-7 投稿「西行法師旅日記・摂津の国 鼓ヶ滝」  

    / 行事予告                               奥村 彰 

3-4 岡山・吉備の名所を巡って 村上茂之  8  投稿「萬歳”侍ジャパン”」   石田三雄 

5  「 囲碁の会」大会の報告 香川忠輝    9  連協会長連絡会報告/新入会員紹介 

  /同好会「手作り玩具の会」閉会の      /今後の行事予定 

     お知らせ                             10   同好会活動のおしらせ 
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行 程   ＪＲ川西池田１０時３４分発 同志社前行きに乗車 ⇒JR新福島１０時５７分着 

⇒JR新福島駅より徒歩 10分ぐらいで美術館着 

☆１１時１５分～１２時３０分まで 鑑賞  

 

≪１３時頃昼食≫  

 

新福島近くのホテル阪神地下ラグザ大阪にある中華料理

「福の虎」を予定しています。 

ラーメン￥６８０、定食￥８８０から、名物おこげ￥１，１００、等。 

（お料理９０種類、ドリンク４０種類） 

 

≪復路の予定≫ 新福島１４時１５分発 ⇒ＪＲ川西池田１４時４０分着 解散 

 

観覧料   ￥１，６００ 

（音声ガイド 1台￥６００ ご希望の方のみ現地で） 

 

申込先    林   ０９０－４７６４－７４３３ 

       香川  ０８０－２５３４－７６１５ 

申込締切り ４月１９日（水）までに連絡お願いします 

 
 

 

行事予告 
               豊能杯  

☆春の親睦グラウンドゴルフ大会☆ 
 

        期 日  5月 23日(火)予備日 5月 25日 13:00 
         場 所  ふれあい広場 
      ※ 詳細は豊能だより 5月号でご案内します 
 
 

 

 

 

 

          ☆街歩き☆ “紫陽花鑑賞” 

       期 日 6月頃 

      行 先 小童寺～頼光寺 

詳細 後日ご案内します 
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≪報 告≫ 

岡山・吉備の名所をめぐって 
高２ 村上 茂之 

ここかしこに梅の香りが漂い、鶯の鳴き声も聞こえ始めた３月１０日（金）、好天の下、２３名

の参加者を得て吉備路の名所を尋ねる日帰りバス旅行が実施されました。 

西公民館前を定刻の７時５０分にバスは出発。和やかに談笑する中、１０時半過ぎに最初の目

的地である『吉備津神社』に到着しました。 

 

この吉備津神社は吉備津彦命を祭神として吉

備国全域を守っていましたが、大化の改新によ

って吉備国は備前・備中・備後の三国に分国さ

れたことにより、現在は備中国の一宮（その国

の中で最も社格の高い神社）となっています。

本殿は「比翼入母屋造」という珍しい作りで、

今まさに火の鳥が飛び立とうとするかのような

一宮荘厳さを感じさせます（昭和２７年に国宝

指定）。また本殿脇から見下ろす３６０メートルの長い回廊の屋根は、火の鳥の尾羽のようにも見

え、一層私の想像を膨らませてくれました。 

白装束に赤袴を身に着けたかわいい巫女さんに約 1 時間にわ

たって本殿をはじめ各社殿を丁寧に説明していただき、最後に

案内されたのが御竈殿でした。 

この社殿は、今では神社を代表する神事の一つになっている『鳴釜

神事』（吉備津彦命が温羅(うら)の首をはねたところ、その首は唸

りをあげて止むことがなかったことに由来しています）を司ると

ころです。蒸気の圧力でお釜を鳴らし、その音色や音量で吉凶禍福

を占うのですが、『お釜の鳴る音には千差万別あり、依頼者本人が

釜の鳴る音を判別して願い事の吉凶禍福を判断する』という巫女

さんの説明に対し

て吉凶は神官が判

断するものと思っていた私は『うん？』・・・、 翌日

になって、『さもありなん』と納得した次第。       

 

正午前、私たちはバスを見送る巫女さんに車中か

ら手を振りながら別れを惜しみつつ、昼食場所であ

る酒工房レストラン『独歩館』に向かいました。 

るまわれ、全員舌鼓を打ちながら完食した次第。お茶代わりに出された水は、酒造りの「仕込

み水」とのことで、酒造会社の酒造りに対する自信の一端がうかがわれました。 

お茶代わりに出された水は、酒造りの「仕込み水」とのことで、酒造会社の酒造りに対する自

信の一端がうかがわれました。 

吉備津神社 

ここは酒造会社が運営するレストランで、地ビールや地酒にあった和洋折衷料理９品がふる

まわれ、全員舌鼓を打ちながら完食した次第。 
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次に向かったのは、かつて織田方の豊臣秀吉が水攻

めをした『備中高松城趾』です。当時は一帯が沼地の様

相を示していたようですが、現在は遊歩道が設置され

た公園になっています。平城(沼城)でありながら難攻

不落と言われる理由は、後に天下を取った秀吉が水攻

めをしても落とせなかった『忍城
おしじょう

』（埼玉県行田市）

をモデルにした映画『のぼうの城』（２０１２年作品）

を参考にすれば分かりやすいと思います。 

 

午後３時過ぎバスは最後の目的地『備中国分寺』に到

着しました。駐車場から望む国分寺の全景は、奈良薬師

寺の遠景を見るようで一種のノスタルジアを覚えます。 

聖武天皇の発願によって建立された備中国分寺です

が、今では寺域は創建当時の約四分の一になっている

とのこと。備中国分寺を代表する高さ３４．３メートル

の五重塔も、ボランティア解説者 A・I さんによれば、

１８４４年頃（江戸末期）に再建されたとのことですが、

財源の関係で建立資材が異なる（三層までは欅材、４・

５層は松材）珍しい塔になっているそうです。 

国分寺（官寺）として誕生しながら、歴史の荒波に揉まれ、時には宗派も変わるなど、今日ま

で維持継続させてきた並々ならぬ苦労と努力を痛感させる寺院でした。 

 

午後四時前、すべての行程を終えたバスは帰路につき、午後６時４５分全員無事に西公民館に

帰着しました。私にとりまして充実した一日が送れましたことを感謝いたしますとともに、この

小旅行を企画立案していただきました関係者の皆様には心から御礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


